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5-6　光・量子飛躍フラッグシッププログラムQ-LEAP（文部科学省）
量子コンピュータ・量子シミュレータ・量子センサなど，近年開発競争が激化している量子科学技術は，電子や原

子の「波の性質」を活かした質的に新しいテクノロジーである。スパコンでさえ 10の何百乗年もかかるような計算

を１秒以内で終わらせることができ，機能性材料・薬剤・情報セキュリティー・人工知能などに革命を起こし得るため，

世界主要各国の科学技術政策において莫大な投資が行われている。例えば米国では，国防省や国立科学財団（NSF）

等により毎年約 200億円オーダーの投資が行われている他，エネルギー省（DOE）においても２０１７年より新たな量

子科学技術プロジェクトが開始された。EUでは２０１８年から総額約 1300億円規模を投資する１０年プロジェクト

「Quantum Technology Flagship」が始まった。英国では２０１４年から５年間で約 500億円を投入する「The UK National 

Quantum Technologies Programme」が進行中である。中国政府は，「科学技術イノベーション第 13次五カ年計画（２０１６

年）」の重点分野として，量子通信と量子コンピュータを重大科学技術プロジェクト，量子制御と量子情報を基礎研

究の強化に位置づけている他，1000億円以上を投資して量子情報科学の国立研究所を合肥に建設中である。民間企業

でも，Google，IBM，Microsoft，Intel等の ITジャイアントが２０００年代半ば以降，量子情報技術に莫大な投資を進め

ている。これらの国際動向を受けて，日本でも，文部科学省の科学技術・学術審議会において，量子科学技術に関す

る政策課題を議論する「量子科学技術委員会」が２０１５年６月に発足し，ここでの議論を踏まえ２０１８年に新たな国

家事業「光・量子飛躍フラッグシッププログラム Q-LEAP」（２０１８～２０２７年度；２０１８年度予算総額 22億円）がス

タートした。本事業は，経済・社会的な重要課題に対し，量子科学技術を駆使して，非連続的な解決（Quantum leap）

を目指す研究開発プログラムである（https://www.jst.go.jp/stpp/q-leap/index.html）。（１）「量子情報処理（主に量子シミュ

レータ・量子コンピュータ）」（２）「量子計測・センシング」（３）「次世代レーザー」の３つの技術領域から成り立っ

ている。

分子科学研究所では，光分子科学研究領域の大森賢治教授が量子科学技術委員会の専門委員・副主査として，我が

国の量子科学技術に関する政策課題・将来展望の議論を先導する立場を果たしてきた。また，大森教授が研究代表者

を務める新たな研究プロジェクト「アト秒ナノメートル領域の時空間光制御に基づく冷却原子量子シミュレータの開

発と量子計算への応用」が Q-LEAP「量子情報処理」領域の大規模・基礎基盤研究に採択された。共同研究機関であ

る浜松ホトニクス中央研究所・京都大学・岡山大学・近畿大学・オックスフォード大学・ハイデルベルグ大学・スト

ラスブール大学・インスブルック大学らと緊密に連携して，卓越したコアコンピタンスを有し，量子力学の根源的な

問題に深く鋭く切り込む全く新しい量子シミュレータの開発を目指す。


